
屋外用薪ストーブ

取扱説明書チタン合金ストーブ
この度は、屋外用薪ストーブをお買上げいただきまして
誠にありがとうございます。ご使用になる前に、必ずこの
取扱説明書をよくお読みいただき、正しくご使用ください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。

薪ストーブ用の温度計での
温度管理を強く推奨します。

この製品は屋外用ストーブ
として製作されていますので
屋内、テント内または換気の
不十分な場所では絶対に
使用しないでください。

●煙突の組立ては練習が必要です。１回で成功するのは稀です。必ず習得して
　からフィールドに出かけてください。
●煙突組立て時に煙突には必ずシワや折り目がつきます。折り目がついたまま
　での使用でも問題はありません。
●天板は必ずゆがみます。鍋など全面が接地する事はありません。必ずどこかが
　浮きますが使用には問題ありません。ご了承ください。
●使用後は熱で変色します。元には戻りません。
●組立て時には必ず手袋をしてください、怪我をする恐れがございます。
●煙突の延長などはできません。

この製品は行き届いた品質管理のもと生産されて
おりますが、万一不良品やお気づきの点がござい
ましたら、お買い求めの販売店へご連絡ください。

コンロとしても使えます
天板の上で調理できます。
革手袋等を使用し、火傷に十分注意してください。

スキレット

TM-910214

煙突の張綱を固定します
スパークアレスターに取り付けた張綱（3ヶ所）を地面にペグ
ダウンします。

6一番上にスパークアレスターをセットします。

煙突が出来たら、先端に張綱（別売）を取り付けたスパーク
アレスターをセットし、ストーブ本体の煙突取り付け口に煙突
を差し込みます。
※張り綱（3本）は4.5ｍを用意して下さい。



組み上げる際は必ず手袋をしてください。怪我をする恐
れがございます。煙突の組立には練習が必要です。1回で
成功するのは稀です。必ず習得してからフィールドに出
かけて下さい。

仕   様
商 品 名
品　　番
素　　材

組立サイズ
収納サイズ

※仕様等は改良の為、変更する場合がございます。ご了承ください。

煙突をセットします

ストーブ本体を組み立てます

設営する前に

脚を2本広げます。確実に広げてください。

上蓋をセットします。
煙突口が背面側に来るよう本体にセットし、ロックパーツで固定
します。

※必ず手袋をして作業して下さい。切り口で怪我をする恐れが
あります。
煙突収納ケースから巻き煙突を取り出し広げます。

①ストーブ本体…1 ②ストーブ上蓋……1 ⑦収納ケース…1⑥スパークアレスター…1④煙突用ワイヤーリング……8 ⑤煙突収納ケース……1③巻き煙突…1

ご購入後初めて燃焼される際、最初1時間程度は製造時の油分が燃焼し、煙が出ますが、
次第に収まるものであり、商品不具合ではありません。

【空気調整窓及びダンパーの使い方】
燃焼開始時は、空気調整窓とダンパーを全開にします。
※燃焼中は熱くなっているので、必ず手袋をして操作して下さい。

チタン合金ストーブ

TM-910214
本体：チタン合金

煙突：純チタン

収納ケース

収納ケース：ナイロンオックスフォード420D
（約）L:414×W：240×H：3089ｍｍ
（約）L:395×W：231×H：118ｍｍ

組立サイズ
重　　量
付 属 品

煙突（約）直径Φ90.2ｍｍ　L：313ｍｍ（パイプ1本あたり）
（約）L:628×W：520×H：2395ｍｍ
（約）2.1ｋｇ

200℃～350℃にてご使用
ください。低いと不完全燃焼、
高いと本体破損の恐れがあり
ます。

空気調整窓
燃焼が安定したらオキ火（赤くなった
炭）の状態を長持ちさせる為、ツマミを
スライドさせ空気取り入れ口を閉め
ます。

ダンパー
燃焼が安定したらツマミを回転させ
煙突内部のダンパーを調節して下
さい。開くほど速く燃焼します。
おき火の状態が長続きする様調整
して下さい。

場所を決めたら脚にペグ
（別売）を打って固定して
ください。

側面を立ち上げ、ロック
パーツで固定します。

端を筒状に丸めた煙突に全てのワイヤーリングを通し、形を整
えながらワイヤーリングをずらして固定します。

（全開時）




